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現
在
の
研
究
の
主
流
は
、
こ
れ
ら

一
番
か
ら
二
二
番
ま
で
の
常
染
色
体

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
あ
る
。
性
染
色
体
は
Ｘ

と
Ｙ
の
二
種
類
で
あ
り
、
常
染
色
体

と
ま
と
め
て
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
」
と
呼

ぶ
。
現
在
で
は
、
こ
れ
ら
三
二
億
個

の
巨
大
な
ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
を
短
時
間

で
、
し
か
も
一
〇
年
前
に
比
べ
る
と

数
百
分
の
一
の
値
段
で
決
定
で
き
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
膨
大
な
情
報

を
使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

人
類
進
化
の
研
究
に
、
あ
る
意
味
で

革
命
が
起
き
た
の
だ
。

ゲ
ノ
ム
デ
ー
タ
が
示
す

人
類
進
化

 

現
在
で
は
、
多
数
の
現
代
人
の
ゲ

ノ
ム
配
列
だ
け
で
な
く
、
旧
人
（
絶

滅
し
た
ネ
ア
ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
と
デ

ニ
ソ
ワ
人
）
の
古
代
人
ゲ
ノ
ム
配
列

も
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
ゲ

ゲ
ノ
ム
解
析
で
さ
ぐ
る

人
類
史

　

遺
伝
子
の
物
質
的
本
体
で
あ
る
Ｄ

Ｎ
Ａ
は
、
二
本
の
長
い
分
子
が
二
重

ら
せ
ん
構
造
を
し
て
い
る
。
こ
の
二

重
ら
せ
ん
が
ほ
ど
け
て
、
ら
せ
ん
の

片
方
の
分
子
が
あ
た
ら
し
く
作
ら
れ

る
こ
と
に
よ
り
、
親
か
ら
子
へ
と
分

子
上
に
乗
っ
た
遺
伝
情
報
（
具
体
的

に
は
略
称
で
A
、
C
、
G
、
T
と
呼

ば
れ
る
四
種
類
の
塩
基
の
並
び
方
）

を
伝
え
て
い
く
。
そ
の
あ
い
だ
に
突

然
変
異
が
生
じ
て
、
そ
れ
ら
の
蓄
積

に
よ
っ
て
生
物
が
進
化
し
て
ゆ
く
と

い
う
の
が
、
現
代
進
化
学
の
基
本
で

あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
人
類
進
化
の
研
究
で

よ
く
使
わ
れ
て
き
た
の
は
、
一
万
六

五
〇
〇
個
ほ
ど
の
塩
基
が
連
な
っ
て

い
る
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
あ

る
。
母
系
遺
伝
な
の
で
、
父
親
の
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
D
N
A
は
子
供
に
は

伝
わ
ら
な
い
。
一
方
、
一
人
一
人
に
、

父
母
、
四
人
の
祖
父
母
、
八
人
の
曾

祖
父
母
が
い
る
。
さ
ら
に
祖
先
を
さ

か
の
ぼ
る
と
、
一
六
人
、
三
二
人
、

六
四
人
、
一
二
八
人
、
二
五
六
人
と

な
り
、
祖
先
の
人
数
は
世
代
を
さ
か

の
ぼ
る
ご
と
に
倍
増
し
て
ゆ
く
。
一

〇
世
代
前
に
は
一
〇
二
四
人
の
祖
先

が
い
る
。
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ

だ
け
で
は
、
多
数
の
祖
先
の
中
の
一

人
の
女
性
に
し
か
た
ど
り
着
け
な
い

の
で
、
情
報
と
し
て
は
限
ら
れ
る
。

　

Ｙ
染
色
体
は
父
親
か
ら
息
子
に
伝

わ
る
の
で
、
こ
ち
ら
は
父
系
遺
伝
で

あ
り
、
や
は
り
多
数
の
祖
先
の
中
の

一
人
の
男
性
に
し
か
た
ど
り
着
け
な

い
。
す
べ
て
の
祖
先
に
た
ど
り
着
く

こ
と
が
で
き
る
の
は
、
母
か
ら
も
父

か
ら
も
伝
わ
る
細
胞
核
内
の
常
染
色

体
で
あ
る
。

ゲ
ノ
ム
が
語
る
日
本
人
の
ル
ー
ツ

斎
藤
成
也

●
国
立
遺
伝
学
研
究
所
教
授
、
総
合
研
究
大
学
院
大
学
生
命
科
学
研
究
科
遺
伝
学
専
攻
教
授
、

東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
生
物
科
学
専
攻
教
授

ノ
ム
比
較
と
古
人
類
学
の
知
見
も
加

え
る
と
、
新
人
の
系
統
（
現
代
に
生

き
る
わ
た
し
た
ち
と
そ
の
直
接
の
祖

先
）
は
旧
人
の
系
統
と
、
四
〇
万
年

以
上
前
に
ア
フ
リ
カ
の
ど
こ
か
で
わ

か
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
旧
人
は
そ
の

後
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
進
出
し
た
が
、
新

人
は
ア
フ
リ
カ
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。

　

新
人
の
起
源
地
は
、
ア
フ
リ
カ
東

部
の
ど
こ
か
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

お
り
、
二
〇
万
〜
三
〇
万
年
前
に
出

現
し
、
旧
人
よ
り
も
遅
れ
て
七
万
〜

八
万
年
前
に
ア
フ
リ
カ
を
出
て
い
っ

た
。
お
そ
ら
く
「
い
か
だ
」
の
よ
う

な
、
当
時
と
し
て
は
革
新
的
な
技
術

を
用
い
て
海
岸
づ
た
い
に
移
動
し
た

り
、
あ
る
い
は
内
陸
を
移
動
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
急
速
に
東
西
ユ
ー
ラ

シ
ア
、
ス
ン
ダ
ラ
ン
ド
（
現
在
の
東

南
ア
ジ
ア
島と
う

嶼し
ょ

部ぶ

）、
サ
フ
ー
ル
大

陸
（
氷
河
時
代
に
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
タ
ス
マ
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ニ
ア
が
つ
な
が
っ
て
い
た
大
陸
）、

南
北
ア
メ
リ
カ
に
広
が
っ
て
い
っ
た

様
子
が
、
ゲ
ノ
ム
情
報
に
も
と
づ
く

人
類
集
団
の
系
統
樹
か
ら
読
み
取
る

こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
あ
い
だ
に
、

す
で
に
旧
大
陸
に
住
ん
で
い
た
ネ
ア

ン
デ
ル
タ
ー
ル
人
や
デ
ニ
ソ
ワ
人
と
、

一
部
で
は
あ
る
が
混
血
し
た
こ
と
が
、

推
定
さ
れ
て
い
る
。

日
本
列
島
人
の
起
源

　

日
本
列
島
に
人
間
が
移
動
し
て
き

た
の
が
い
つ
頃
だ
っ
た
の
か
は
、
は

っ
き
り
と
は
わ
か
ら
な
い
。
考
古
学

的
に
は
、
約
四
万
年
前
の
遺
跡
か
ら

旧
石
器
が
日
本
で
発
見
さ
れ
て
い
る

の
で
、
す
く
な
く
と
も
そ
の
こ
ろ
に

は
人
間
が
日
本
列
島
に
住
ん
で
い
た
。

当
時
は
氷
河
時
代
で
あ
り
、
現
在
は

海
に
あ
る
水
分
が
陸
に
氷
河
と
し
て

存
在
し
て
い
た
た
め
に
、
海
水
面
は

現
在
よ
り
も
か
な
り
低
か
っ
た
。
こ

の
た
め
に
、
日
本
列
島
は
現
在
よ
り

も
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
か
ら
近
い
関
係

に
あ
っ
た
。
人
々
は
現
在
の
わ
れ
わ

れ
が
想
像
す
る
よ
り
も
、
簡
単
に
日

本
列
島
と
大
陸
の
あ
い
だ
を
行
き
来

し
て
い
た
だ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、「
日
本
」
と
い
う
単

語
は
、
七
世
紀
の
天
智
・
天
武
朝
の

時
代
に
使
用
が
は
じ
ま
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
。
と
お
い
昔
に
は
国
家
は
な

か
っ
た
の
で
、
数
万
年
以
上
に
わ
た

る
人
間
の
歴
史
を
語
る
に
は
、
別
の

言
葉
を
つ
か
っ
た
ほ
う
が
ふ
さ
わ
し

い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
新
学

術
領
域
研
究
「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
ゲ
ノ

ム
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（http://

w
w
w
.yaponesian.jp/)

で
は
、
一
九

六
〇
年
代
に
作
家
の
島
尾
敏
雄
が
提

唱
し
た
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
を
用
い
て
い
る
。

ラ
テ
ン
語
で
ヤ
ポ
は
日
本
を
、
ネ
シ

ア
は
島
々
を
あ
ら
わ
す
。

　

か
つ
て
ア
イ
ヌ
人
は
北
海
道
だ
け

で
は
な
く
樺
太
に
も
千
島
列
島
に
も

住
ん
で
い
た
。
そ
こ
で
、
ヤ
ポ
ネ
シ

ア
を
三
地
域
に
わ
け
、
樺
太
・
千
島

列
島
・
北
海
道
地
域
を
北
部
、
本
州

・
四
国
・
九
州
を
中
心
と
す
る
地
域

を
中
央
部
、
さ
ら
に
南
西
諸
島
を
南

部
と
す
る
。
中
央
部
に
住
む
人
々
を

ヤ
マ
ト
人
（
本
土
日
本
人
）、
南
部

に
住
む
人
々
を
オ
キ
ナ
ワ
人
（
琉
球

人
）
と
呼
ぶ
。

 

こ
れ
ら
三
集
団
の
実
際
の
ゲ
ノ
ム

情
報
を
解
析
し
た
結
果
、
ア
イ
ヌ
人

は
ほ
か
の
人
々
と
大
き
く
違
っ
て
い

た
。
一
方
で
、
北
の
ア
イ
ヌ
人
と
南

昨
年
論
文
を
発
表
し
た
。

　

二
〇
一
六
年
に
筆
者
の
グ
ル
ー
プ

が
発
表
し
た
、
福
島
県
新し
ん

地ち

町ま
ち

の
三さ

ん

貫が
ん

地じ

貝
塚
縄
文
人
ゲ
ノ
ム
に
も
と
づ

く
推
定
で
は
、
ヤ
マ
ト
人
に
受
け
継

が
れ
た
縄
文
人
ゲ
ノ
ム
の
割
合
は
一

二
％
だ
っ
た
。
今
回
の
船
泊
縄
文
人

ゲ
ノ
ム
で
は
、
用
い
る
方
法
に
よ
っ

て
こ
の
割
合
は
、
九
〜
一
三
％
と
推

定
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
ア
イ
ヌ
人
の

ゲ
ノ
ム
は
そ
の
六
六
％
、
三
分
の
二

が
縄
文
人
か
ら
伝
え
ら
れ
て
い
た
。

オ
キ
ナ
ワ
人
の
ゲ
ノ
ム
も
、
ヤ
マ
ト

人
の
倍
以
上
に
あ
た
る
二
七
％
は
縄

文
人
ゲ
ノ
ム
か
ら
来
て
い
る
と
推
定

さ
れ
、
た
し
か
に
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
の
北

部
と
南
部
に
は
よ
り
多
く
の
縄
文
ゲ

ノ
ム
を
受
け
継
ぐ
人
々
が
生
き
て
い

る
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。

　

ま
っ
た
く
新
し
い
発
見
は
、
縄
文

人
の
ゲ
ノ
ム
が
、
台
湾
の
原
住
民
に

も
す
こ
し
似
て
い
た
こ
と
だ
っ
た
。

彼
ら
は
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ア
語
を
話

す
が
、
日
本
語
あ
る
い
は
ア
イ
ヌ
語

が
、
ハ
ワ
イ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

等
に
広
が
っ
た
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
言

語
で
も
あ
る
こ
の
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ

ア
語
族
の
言
語
と
少
し
似
て
い
る
と

い
う
の
は
、
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
言

語
学
者
が
提
案
し
て
き
た
も
の
で
あ

の
オ
キ
ナ
ワ
人
が
部
分
的
に
共
通
性

を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
結
果
は
、
骨

形
態
な
ど
を
比
較
し
て
埴は
に

原は
ら

和
郎
ら

が
提
案
し
た
「
二
重
構
造
モ
デ
ル
」

を
支
持
し
て
い
る
。

　

も
っ
と
も
、
オ
キ
ナ
ワ
人
か
ら
す

る
と
、
ヤ
マ
ト
人
の
ほ
う
が
遺
伝
的

に
は
近
い
。
言
語
に
つ
い
て
も
、
日

本
語
と
琉
球
語
は
共
通
性
が
明
確
に

あ
る
が
、
ア
イ
ヌ
語
は
日
本
語
・
琉

球
語
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
で
話
さ
れ
て
い

る
こ
れ
ら
二
系
統
の
言
語
は
、
世
界

の
他
の
地
域
の
言
語
の
な
か
で
、
祖

先
を
共
通
に
す
る
言
語
が
あ
る
の
か

ど
う
か
、
い
ま
だ
謎
で
あ
る
。

　

二
重
構
造
モ
デ
ル
で
は
、
ヤ
ポ
ネ

シ
ア
人
は
、
縄
文
時
代
ま
で
そ
こ
に

住
ん
で
い
た
先
住
民
と
、
弥
生
時
代

以
降
の
渡
来
民
の
二
種
類
の
割
合
で

議
論
さ
れ
て
い
る
。
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
に

住
む
こ
れ
ら
三
種
類
の
人
々
は
、
古

代
人
と
現
代
人
の
ゲ
ノ
ム
情
報
を
使

う
と
、
実
際
に
は
ど
の
よ
う
な
割
合

に
な
る
だ
ろ
う
か
？

　

わ
れ
わ
れ
は
、
北
海
道
礼
文
島
の

船ふ
な

泊
ど
ま
り

遺
跡
か
ら
出
土
し
た
四
〇
〇

〇
年
ほ
ど
前
の
縄
文
人
女
性
の
歯
か

ら
非
常
に
良
好
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
解
析
を
お
こ
な
い
、
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り
、
興
味
深
い
。

　

礼
文
島
船
泊
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ

た
縄
文
人
男
性
の
個
体
に
つ
い
て
も

ゲ
ノ
ム
配
列
を
決
定
し
た
。
男
性
な

の
で
Ｙ
染
色
体
の
解
析
も
お
こ
な
っ

た
。
現
代
人
の
Ｙ
染
色
体
に
も
、
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
D
N
A
の
場
合
と
同

じ
よ
う
に
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
で
は

じ
ま
る
ハ
プ
ロ
グ
ル
ー
プ
（
遺
伝
子

の
系
統
）
が
定
義
さ
れ
て
い
る
。
Ａ

と
Ｂ
で
は
じ
ま
る
系
統
は
ア
フ
リ
カ

人
の
み
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。
日
本

人
男
性
に
多
い
の
は
、
Ｃ
、
Ｄ
、
Ｏ

の
三
系
統
で
あ
る
。
Ｄ
系
統
は
日
本

人
で
二
割
〜
三
割
あ
る
が
、
他
の
地

域
で
は
、
チ
ベ
ッ
ト
、
イ
ン
ド
洋
の

ア
ン
ダ
マ
ン
諸
島
で
見
ら
れ
る
だ
け

で
、
そ
の
他
の
地
域
で
は
ほ
と
ん
ど

存
在
し
な
い
。
こ
の
礼
文
島
の
縄
文

人
男
性
も
Ｄ
系
統
だ
っ
た
。
な
お
、

ア
イ
ヌ
人
と
オ
キ
ナ
ワ
人
で
は
、
ヤ

マ
ト
人
よ
り
も
こ
の
Ｄ
系
統
の
頻
度

が
高
い
。
お
そ
ら
く
旧
石
器
時
代
、

縄
文
人
を
経
て
、
現
代
に
伝
わ
っ
た

の
だ
ろ
う
。

　

核
ゲ
ノ
ム
の
塩
基
配
列
に
は
、
こ

の
よ
う
な
系
統
関
係
だ
け
で
な
く
、

遺
伝
子
の
情
報
（
表
現
型
）
を
持
つ

の
で
、
そ
れ
ら
か
ら
血
液
型
、
髪
の

毛
の
形
状
、
瞳
の
色
、
肌
の
色
、
耳

垢
型
な
ど
も
推
定
で
き
る
。
今
後
ヒ

ト
ゲ
ノ
ム
の
遺
伝
子
機
能
が
も
っ
と

解
明
さ
れ
れ
ば
、
古
代
人
の
ゲ
ノ
ム

配
列
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
表
現
型
が

わ
か
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

内
な
る
二
重
構
造

　

こ
こ
か
ら
は
、
筆
者
が
二
〇
一
五

年
に
岩
波
ジ
ュ
ニ
ア
新
書
『
日
本
列

島
人
の
歴
史
』
で
提
案
し
た
「
内
な

る
二
重
構
造
」
モ
デ
ル
を
中
心
に
説

明
す
る
。

　

ヤ
ポ
ネ
シ
ア
の
歴
史
を
考
え
る
と
、

江
戸
時
代
か
ら
今
ま
で
は
江
戸
・
東

京
に
政
治
文
化
の
中
心
が
あ
る
。
そ

れ
以
前
は
、
鎌
倉
幕
府
の
時
代
も
あ

っ
た
が
、
三
世
紀
に
古
墳
時
代
が
は

じ
ま
っ
て
か
ら
一
七
世
紀
初
頭
ま
で
、

京
都
・
奈
良
・
難
波
を
含
む
近
畿
地

方
が
、
政
治
文
化
の
中
心
だ
っ
た
。

し
か
し
弥
生
時
代
は
九
州
北
部
が
ヤ

ポ
ネ
シ
ア
の
文
化
的
中
心
だ
っ
た
。

こ
の
三
地
域
を
結
ぶ
と
こ
ろ
が
中
央

軸
（
図
❶
で
色
つ
き
の
折
れ
線
で
結

ん
だ
地
域
）
で
あ
る
。
簡
単
に
い
う

と
、
山
陽
新
幹
線
と
東
海
道
新
幹
線

を
結
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
中
央
軸

以
外
は
周
辺
地
域
で
あ
る
。
南
北
や

東
西
は
関
係
な
い
。
こ
れ
が
筆
者
の

提
唱
し
た
「
内
な
る
二
重
構
造
」
の

地
理
的
構
造
で
あ
る
。

　

こ
の
構
造
を
思
い
つ
い
た
発
端
は
、

出
雲
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
は
東
京
い
ず
も
ふ
る
さ
と
会

か
ら
要
請
を
受
け
、
山
陰
の
出
雲
人

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
調
べ
た
。
出
雲
市
の
荒こ
う

神じ
ん

谷だ
に

博
物
館
に
も
協
力
し
て
い
た
だ

い
た
。
次
に
、
枕
崎
市
医
師
会
の
協

力
を
得
て
、
南
薩
摩
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

調
べ
た
。

　

出
雲
は
日
本
海
側
で
地
理
的
に
は

朝
鮮
半
島
に
近
い
。
こ
の
た
め
、
最

初
は
出
雲
は
朝
鮮
半
島
と
遺
伝
的
交

流
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

た
。
記
紀
神
話
に
登
場
す
る
、
大お
お

国く
に

主
ぬ
し
の

命
み
こ
と

を
助
け
た
少

す
く
な

彦び
こ

名な
の

命
み
こ
と

は
海

の
か
な
た
か
ら
来
た
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
結
果
は
、

む
し
ろ
関
東
地
方
の
人
の
ほ
う
が
遺

伝
的
に
は
韓
国
人
に
近
か
っ
た
。
ま

た
、
出
雲
人
と
南
薩
摩
人
の
共
通
性

が
み
え
て
き
た
。

　

一
方
、
出
雲
人
と
東
北
人
の
Ｄ
Ｎ

Ａ
か
ら
み
た
共
通
性
と
い
う
可
能
性

も
出
て
き
た
。
こ
れ
は
方
言
の
話
だ

が
、
出
雲
の
方
言
と
東
北
地
方
の
方

言
の
共
通
性
が
、
松
本
清
張
の
『
砂

の
器
』
で
も
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
共
通
性
か

ら
す
る
と
、
当
然
人
間
の
行
き
来
も

あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

　

出
雲
は
出
雲
神
話
で
有
名
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
現
代
出
雲
人

の
特
殊
性
は
、
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
国く
に

津つ

神か
み

と
天あ

ま

津つ

神か
み

の
対
立
で
は
な
い
か

と
考
え
た
。
た
と
え
ば
、「
く
に
ゆ

ず
り
」
は
、
国
津
神
の
代
表
で
あ
る

大
国
主
命
が
天
津
神
の
代
表
で
あ
る

天あ
ま

照
て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

か
ら
命
じ
ら
れ
た
人

に
屈
服
し
た
と
い
う
こ
と
だ
。
北
九

州
の
勢
力
と
出
雲
・
や
ま
と
の
勢
力

が
ぶ
つ
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

こ
れ
ま
で
考
古
学
や
古
代
史
の
研

究
で
は
、
記
紀
神
話
を
事
実
上
無
視

す
る
議
論
が
多
く
み
ら
れ
た
。
し
か

し
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
と
い
う
、
桁
違
い
に

多
い
情
報
を
得
た
の
で
、
わ
れ
わ
れ

遺
伝
学
の
研
究
者
が
む
し
ろ
神
話
に

興
味
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

図❶　「内なる二重構造」
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今
後
は
さ
ら
に
、
長
崎
県
の
五
島

列
島
、
壱
岐
島
、
島
根
県
の
隠
岐
の

島
、
新
潟
県
の
佐
渡
島
と
い
っ
た

島
々
に
住
む
人
々
の
D
N
A
を
調
べ

る
計
画
で
あ
る
。
一
方
、
琉
球
大
学

医
学
部
先
端
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
前
田
士
郎
教
授
を
中
心
と
し
て
、

す
で
に
一
万
人
以
上
の
オ
キ
ナ
ワ
人

の
D
N
A
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
現

在
解
析
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
沖
縄

県
に
は
属
さ
な
い
が
、
琉
球
文
化
圏

で
あ
る
奄
美
大
島
の
人
々
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

研
究
も
視
野
に
い
れ
て
い
る
。

三
段
階
渡
来
説

　
「
内
な
る
二
重
構
造
」
モ
デ
ル
に

沿
っ
て
、
筆
者
は
三
段
階
渡
来
説
を

提
唱
し
た
。
第
一
段
階
は
、
縄
文
と

い
う
こ
と
で
象
徴
さ
れ
る
旧
石
器
時

代
以
降
の
人
々
で
あ
る
。
縄
文
時
代

後
半
に
あ
た
る
後
期
と
晩
期
に
は
、

第
二
段
階
の
渡
来
人
が
来
て
い
た
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
人
た
ち
の
子
孫

が
国
津
神
と
な
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら

に
も
っ
と
新
し
く
弥
生
時
代
に
な
っ

て
稲
作
農
耕
を
九
州
北
部
か
ら
広
め

た
人
た
ち
が
第
三
段
階
の
渡
来
人
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
央
部
が
一

番
新
し
い
部
分
で
、
そ
の
ま
わ
り
は

よ
り
古
い
部
分
と
な
る
。

　

こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
を
構
想
し
た
あ

と
に
、
共
同
研
究
を
し
て
い
る
ジ
ェ

ネ
シ
ス
ヘ
ル
ス
ケ
ア
社
か
ら
提
供
を

受
け
た
、
四
十
七
都
道
府
県
に
居
住

す
る
日
本
人
一
万
五
〇
〇
〇
人
の
ミ

ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
ハ
プ
ロ
タ
イ

プ
の
頻
度
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
内
な

る
二
重
構
造
を
支
持
す
る
結
果
が
得

ら
れ
た
。
斎
藤
成
也
『
核
D
N
A
解

析
で
た
ど
る
日
本
人
の
源
流
』（
河

出
書
房
新
社
、
二
〇
一
七
）
に
こ
の

図
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
Ａ
Ｂ

Ｏ
式
血
液
型
の
頻
度
分
布
か
ら
も
、

内
な
る
二
重
構
造
と
矛
盾
し
な
い
パ

タ
ー
ン
が
得
ら
れ
た
。

　

図
❷
に
、「
内
な
る
二
重
構
造
」

を
成
立
さ
せ
た
三
段
階
渡
来
説
を
し

め
し
た
。
第
一
段
階
は
縄
文
時
代
の

中
期
ま
で
で
、
約
四
万
年
前
に
旧
石

器
時
代
の
人
々
が
最
初
に
日
本
列
島

に
来
て
、
そ
れ
か
ら
四
五
〇
〇
年
ほ

ど
前
ま
で
ず
っ
と
採
集
狩
猟
民
（
旧

石
器
時
代
人
と
縄
文
人
）
が
日
本
列

島
全
体
に
い
た
。
縄
文
時
代
は
北
海

道
か
ら
沖
縄
ま
で
似
か
よ
っ
た
人
々

だ
っ
た
こ
と
が
、
古
代
人
の
ゲ
ノ
ム

Ｄ
Ｎ
Ａ
研
究
か
ら
確
か
め
ら
れ
つ
つ

あ
る
。

　

縄
文
時
代
の
後
期
と
晩
期
、
年
代

で
い
え
ば
四
五
〇
〇
年
ほ
ど
前
か
ら

三
〇
〇
〇
年
ほ
ど
前
は
、
人
口
が
減

っ
て
い
た
時
代
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
こ
の
時
代
に
謎
の
「
海
の
民
」

が
来
た
の
で
は
な
い
か
と
、
筆
者
は

考
え
て
い
る
。
ひ
ょ
っ
と
す
る
と
、

現
在
の
日
本
語
・
琉
球
語
の
祖
先
語

を
伝
え
た
の
は
、
彼
ら
だ
っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

　

こ
こ
で
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
水
田

稲
作
の
拡
大
し
た
時
期
と
地
域
を
考

え
て
み
よ
う
。
七
〇
〇
〇
年
前
に
は
、

揚
子
江
下
流
域
で
水
田
稲
作
が
大
規

模
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
そ
し
て

こ
の
地
域
で
人
口
爆
発
が
起
き
、
四

〇
〇
〇
年
前
に
は
山
東
半
島
で
も
稲

作
農
耕
が
は
じ
ま
っ
た
。
そ
う
す
る

と
、
米
を
食
べ
る
こ
れ
ら
稲
作
農
耕

民
に
押
さ
れ
た
、
そ
の
地
域
の
海
岸

部
を
中
心
に
居
住
し
て
い
た
漁
業
中

心
の
採
集
狩
猟
民
が
、
ヤ
ポ
ネ
シ
ア

に
渡
来
し
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ

が
海
の
民
で
は
な
い
か
。
こ
れ
が
筆

者
の
仮
説
で
あ
る
。

　

そ
し
て
最
後
に
、
三
〇
〇
〇
年
ほ

ど
前
、「
海
の
民
」
と
遺
伝
的
に
は

大
き
く
は
か
わ
ら
な
い
が
生
業
は
水

田
稲
作
農
耕
で
あ
る
人
々
が
、
大
陸

か
ら
ど
っ
と
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
に
渡
来
し

て
、
現
在
に
い
た
っ
て
い
る
と
い
う

仮
説
で
あ
る
。

　

実
際
に
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
と

国
立
科
学
博
物
館
の
共
同
研
究
に
よ

る
古
代
人
の
ゲ
ノ
ム
解
析
が
、
そ
れ

を
証
明
し
つ
つ
あ
る
。
青あ
お

谷や

上か
み

寺じ

地ち

遺
跡
は
、
鳥
取
市
に
あ
る
弥
生
時
代

後
期
の
遺
跡
だ
。
彼
ら
の
ゲ
ノ
ム
が
、

現
代
日
本
人
と
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
る

こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

北
部
九
州
の
弥
生
人
も
や
は
り
現
代

人
の
ゲ
ノ
ム
と
似
か
よ
っ
て
い
る
。

　

弥
生
時
代
の
終
わ
り
の
頃
に
は
Ｄ

Ｎ
Ａ
的
に
は
も
う
現
代
日
本
人
と
同

じ
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

今
後
は
、
東
ア
ジ
ア
の
他
の
研
究

者
と
も
共
同
研
究
を
お
こ
な
い
、
筆

者
の
仮
説
の
妥
当
性
を
探
っ
て
ゆ
こ

う
と
考
え
て
い
る
。

図❷　三段階渡来説
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